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Ａ．研究目的 

遺骨からのDNA型鑑定は，本事業に携わる

各鑑定機関は独自の試行錯誤により鑑定を

実施してきているため，知識や経験が共有

されておらず，標準的なプロトコル等も定

まっていない。そこで本研究では，「戦没者

遺骨鑑定の標準プロトコルの作成」を行い

効率的な鑑定作業を可能にする。 

 

Ｂ．研究方法 

  遺骨のDNA 鑑定の工程を大きく分ける

と①DNA の抽出，②DNAの増幅，③電気

泳動による型判定，④ご遺族との照合であ

る。①，②，③については，各共同研究者が

これまでに実施した戦没者遺骨のDNA鑑定

に関する経験・知識・情報を共有し，最も効

率的な鑑定の手順を作成する。 

具体的には，骨・歯牙試料の処理方法，抽 

出試薬の選別，抽出方法，増幅に用いる 

DNA量，型判定の基準について検討する。 

（倫理面への配慮）厚労省は身元確認のた

めに遺骨を収集し遺族から対照資料を提出

していただく,身元確認のためのDNA鑑定

である。法に基づく一連の作業であり，研究

ではない。従って厚労省が関与する部分は

倫理審査の対象ではない。 

 

Ｃ．研究結果 

各機関の作業を再現し,効率的な手順は確立

した。この手順を実際の鑑定資料に用いて,

従来の手順と比較している段階である。 

 

Ｄ．考察 

 準備段階である。 

 

Ｅ．結論 

 準備段階である。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 

Ｇ．研究発表 

 1.  論文発表 

 該当なし。 

 

研究要旨：本研究は、厚生労働省の戦没者遺骨の DNA 鑑定事業において、１柱でも

多くの戦没者遺骨から DNA 型判定を成功させることで、正確かつ速やかに遺骨をご

遺族のもとにお返しすることを最終目標とする。 
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 2.  学会発表 

 該当なし。 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

 1. 特許取得 

 該当なし。 

 

 2. 実用新案登録 

 該当なし。 

 

 3.その他 

 特記事項なし。 


